
公民館登録団体は昭島市公共施設予約システムで抽選申込みができます。
★当選した団体は上の確定期間内にシステムで確定をしてください。
（確定しないと予約が無効になりますのでご注意ください）
★落選した団体は、随時申込みが始まる前に、｢調整会議｣で再度空い
　ている会議室等の申込みができます。２月、３月の調整会議は
　公民館第１会議室で午前１０時から行います。
※登録団体以外の団体の予約方法についてはお問い合わせください。

★空き状況は、団体登録の有無にかかわらず「昭島市公共施設予約システム」で確認できます（公民館、市
立会館をはじめ市の施設に備え付けの端末機のほか、昭島市ホームページ「施設予約」からもご覧いた
だけます）。

★「昭島市公共施設予約システム」で予約を行う場合は、「予約申込／予約一覧」画面で利用目的・利用人
数・催し物名を入力してください（小ホールで発表会等を行う場合は、舞台担当者との打ち合わせが必要
になりますので事前に連絡をお願いします）。
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団体紹介コーナーの協力団体を募集団体紹介コーナーの協力団体を募集
　公民館だよりは偶数月年６回発行しています。皆さんの活動の様子などを掲載する公民館登録
団体紹介のコーナーは、平成30年４月号から開始し、前号まで８つの団体を紹介しています。
　日頃のみなさんの活動の様子などを公民館だよりに掲載してみませんか。活動の際、職員がイン
タビューをさせていただきます。
　掲載を希望する団体は名称、連絡先（氏名・電話番号）を公民館までお知らせください。担当より後日連
絡いたします。
※紙面の都合により、掲載されない月もあります。

保育室と暗室は
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令和３年２月１日

公民館では、生涯学習に関する様々な講座を開催しています。
みなさんのご参加をお待ちしております。

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が発出されたことにより、２月７日まで午後７時に閉館いたします。
大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

◆発熱や体調の悪い方は、参加をご遠慮ください。
◆マスクを着用してください。
◆手指のアルコール消毒を行ってください。

講座に参加される皆さんへ講座に参加される皆さんへ

講座のご案内講座のご案内

昭島市公民館の
公式twitter

新型コロナウイルスを終息させるための正しい知識新型コロナウイルスを終息させるための正しい知識
社会文化セミナー社会文化セミナー

◇日　時 ３月11日・18日（木）の午前10時～正午
◇内　容　１回目　基礎編/２回目　応用編
◇場　所　公民館　学習会議室
◇対　象　市内在住・在勤・在学の方
◇講　師　水谷　哲也さん（東京農工大学免疫学解明部門教授）
◇定　員　20人（多数抽選）
◇参加費　無料
◇申　込　２月３日（水）から２月17日（水）までに公民館へ

　免疫学専門の講師を招き、新型コロナウイルスの知っておくべき正しい知識の基礎から応用までを学び
ます。事前に参加者からの質問を募集し、新型コロナウイルスに関する疑問についてもお答えします。

グリセリンソープで宝石石鹸を作ろうグリセリンソープで宝石石鹸を作ろう春休み親子教室春休み親子教室

◇日　時 ３月27日（土）の午前10時～正午
◇場　所　公民館　実習室
◇対　象　市内在住・在勤・在学の方
◇講　師　Junkoさん（手作り石鹸教室　講師） 
◇定　員　親子５組（多数抽選）
◇参加費　１組1,500円
◇申　込　３月３日（水）から３月17日（水）までに公民館へ

　新型コロナウイルスが猛威を振るっているなか、手洗いや消毒が重要です。自分で作った石鹸で
手洗いすれば、手洗いが楽しく、感染予防にもつながります。

※今後の新型コロナウイルス感染状況によって、対応が変わる場合があります。

公民館を利用されるみなさまへ公民館を利用されるみなさまへ
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岡
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縄
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重
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す
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受
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し
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そ
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民
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し
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制
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の
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講
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モ
ー
ト
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
っ
て
こ
の
年
に
な
っ
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初
め

て
の
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
リ
モ
ー
ト
会
議
で
あ
る
。

あ
る
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、福
岡
に
あ
る
ネ
ッ
ト
運
営
会

社
と
の
打
ち
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わ
せ
の
為
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っ
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の
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催
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は
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者
側
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で
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方
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プ
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ソ
コ
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マ
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ン
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本
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、主
催
者
側
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業
者
か
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で
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待
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ク
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ッ
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す
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プ
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が
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動
し
画

面
が
表
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れ
た
。特
別

な
機
材
も
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意
す
る
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も
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く
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簡
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に
使
え
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は
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も
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が
り
画
面
に
自
分
の
顔
が

映
り
、相
手
の
顔
が
映
っ
た
の
だ

が
、相
手
の
顔
が
絵
、多
分
似
顔

絵
だ
と
思
う
が
と
に
も
か
く
に

も
絵
だ
っ
た
。こ
れ
で
は
電
話
と

同
じ
じ
ゃ
な
い
か
！
そ
も
そ
も

リ
モ
ー
ト
会
議
の
利
点
は
、交
通

費
や
移
動
時
間
が
削
減
で
き
、

対
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学
習
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催
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れ
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し
た
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館
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催
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。
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。
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あ
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。
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催
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。
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催
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あ
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◆
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催
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２
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。

　
事
務
局
か
ら
は
、主
催
事
業

及
び
小
ホ
ー
ル
特
例
的
利
用
に

つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
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に
新
型
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の
影
響

で
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の
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を
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よ
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て
い
く
の
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に
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て
い
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が
、

そ
の
学
習
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つ
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て
会
長
よ

り
説
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が
あ
り
ま
し
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。

も
っ
と
取
り
入
れ
、公
民
館
が
身

体
的
理
由
や
時
間
・
場
所
に
制

約
さ
れ
る
こ
と
な
く
誰
し
も
が

学
べ
る
場
と
し
て
、今
後
利
用

す
る
人
の
裾
野
が
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が
っ
て
行

く
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

井
ヶ
田
　
博

令和３年２月１日 令和３年２月１日

※今後の新型コロナウイルス感染状況によって、対応が変わる場合があります。

新型コロナウイルス感染症の影響により、市民文化祭が中止になったことから、日頃の活動の
成果を発表する機会として、作品展を開催いたします。

※開催時間は午前９時 30 分～午後５時です。

作品展を開催します作品展を開催します

新型コロナウイルスに対する
危機管理とリスクコミュニケーション
新型コロナウイルスに対する
危機管理とリスクコミュニケーション

時局講演会時局講演会

市民会館・公民館施設見学市民会館・公民館施設見学

地域課題講座地域課題講座

人権から学ぶ多文化共生社会人権から学ぶ多文化共生社会
　日本における外国人の人権に関して学び、
多文化共生社会への理解を深めます。

（タイ料理づくり）

　12月11日（金）つつじが丘小学校２年生の皆さんが、
施設見学に来ました。
　77名の児童の皆さんが、市民会館・公民館でどのよう
なことが行われているか真剣に学習していました。

◆場　所　アキシマエンシス201会議室、
　　　　　公民館実習室（３月６日のみ）
◆対　象　市内在住・在勤・在学の方
◆講　師　多田　孝志さん（金沢学院大学
　　　　　教授）他
◆定　員　15人（申込順）
◆参加費　無料

※この講座は1月20日から募集を開始してい
ます。

　「新型コロナウイルス」から私たちはどう
回避し、自らの生命をどう守っていくか考察
します。

◆日　時　２月13日（土）の午後２時～４時
◆場　所　昭島市役所　市民ホール
　　　　　（公民館ではありませんのでご
　　　　　注意ください）
◆対　象　市内在住・在勤・在学の方
◆講　師　福田　充さん（日本大学危機
　　　　　管理学部教授）
◆定　員　30人（多数抽選）
◆参加費　無料

※この講座は 1月６日から募集を開始してい
ます。
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ク
リ
ッ
ク
す
る

と
ア
プ
リ
が
起
動
し
画

面
が
表
示
さ
れ
た
。特
別

な
機
材
も
用
意
す
る
こ
と

も
な
く
こ
ん
な
簡
単
に
使
え
る

と
は
、感
動
も
の
だ
。お
互
い
に

示
し
合
せ
た
時
刻
に
な
り
回
線

が
繋
が
り
画
面
に
自
分
の
顔
が

映
り
、相
手
の
顔
が
映
っ
た
の
だ

が
、相
手
の
顔
が
絵
、多
分
似
顔

絵
だ
と
思
う
が
と
に
も
か
く
に

も
絵
だ
っ
た
。こ
れ
で
は
電
話
と

同
じ
じ
ゃ
な
い
か
！
そ
も
そ
も

リ
モ
ー
ト
会
議
の
利
点
は
、交
通

費
や
移
動
時
間
が
削
減
で
き
、

対
面
で
通
常
行
わ
れ
る
会
議
と

ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
相

学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　
令
和
２
年
12
月

21
日
（
月
）
公
民

館
小
ホ
ー
ル
で

「
新
し
い
生
活
様

式
と
公
民
館
の
役

割
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
東
京
大
学
准
教
授
新
藤

浩
伸
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て

学
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
様

式
が
変
化
し
、
日
常
生
活
に

お
い
て
様
々
な
支
障
を
来
し

て
い
る
中
、
公
民
館
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
人
と
人

が
交
流
で
き
た
今
ま
で
の
公

民
館
の
良
さ
に
つ
い
て
、
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
「
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
雑
談
が
大
切
で
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
公
民
館
活
動
を

振
り
返
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に

な
っ
た
。
」
な
ど
、
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

公
利
連
へ
の
ご
参
加
を
！

　
な
お
、
ま
だ
公
民
館
利
用

者
連
絡
会
に
参
加
さ
れ
て
い

な
い
団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
ご

存
知
で
し
た
ら
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
　  

　
公
民
館
運
営
審
議
会
は
公

民
館
事
業
の
調
査
・
審
議
す
る

こ
と
を
目
的
に
、毎
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。11
月
と
12
月

の
主
な
内
容
に
つい
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
11
月
13
日（
金
）

　
都
公
連
委
員
部
会
担
当
委

員
よ
り
10
月
に
開
催
さ
れ
た
委

員
部
会
研
修
会「
緊
急
事
態
宣

言
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
」に

つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
こ
れ
か
ら
始

ま
る
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
及

び
小
ホ
ー
ル
特
例
的
利
用
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、前
期
公
運
審
よ
り

申
し
送
り
事
項
と
な
って
い
ま
し

た
答
申「
公
民
館
事
業
の
基
本

方
針
」に
つい
て
協
議
し
ま
し
た
。

◆
12
月
10
日（
木
）

　
初
め
に
今
年
度
開
館
し
た
ア

キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス（
図
書
館
等
）を

見
学
後
、施
設
内
の
校
舎
棟
で

定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
都
公
連
委
員
部
会
担
当
委

員
よ
り
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
第
57
回
東
京
都
公
民
館
研

究
大
会
第
四
課
題
別
集
会
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。な

お
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
基
調
講
演
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
の
配
信（
令
和
３
年
２
月
10

日
以
降
）、課
題
別
集
会
は
レ

ポ
ー
ト
が
都
公
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
事
務
局
か
ら
は
、主
催
事
業

及
び
小
ホ
ー
ル
特
例
的
利
用
に

つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
住
民
の
学
ぶ
権
利
を
ど
の
よ

う
に
保
障
し
て
い
く
の
か
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
学
習
権
に
つ
い
て
会
長
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
取
り
入
れ
、公
民
館
が
身

体
的
理
由
や
時
間
・
場
所
に
制

約
さ
れ
る
こ
と
な
く
誰
し
も
が

学
べ
る
場
と
し
て
、今
後
利
用

す
る
人
の
裾
野
が
広
が
っ
て
行

く
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

井
ヶ
田
　
博

令和３年２月１日 令和３年２月１日

※今後の新型コロナウイルス感染状況によって、対応が変わる場合があります。

新型コロナウイルス感染症の影響により、市民文化祭が中止になったことから、日頃の活動の
成果を発表する機会として、作品展を開催いたします。

※開催時間は午前９時 30 分～午後５時です。

作品展を開催します作品展を開催します

新型コロナウイルスに対する
危機管理とリスクコミュニケーション
新型コロナウイルスに対する
危機管理とリスクコミュニケーション

時局講演会時局講演会

市民会館・公民館施設見学市民会館・公民館施設見学

地域課題講座地域課題講座

人権から学ぶ多文化共生社会人権から学ぶ多文化共生社会
　日本における外国人の人権に関して学び、
多文化共生社会への理解を深めます。

（タイ料理づくり）

　12月11日（金）つつじが丘小学校２年生の皆さんが、
施設見学に来ました。
　77名の児童の皆さんが、市民会館・公民館でどのよう
なことが行われているか真剣に学習していました。

◆場　所　アキシマエンシス201会議室、
　　　　　公民館実習室（３月６日のみ）
◆対　象　市内在住・在勤・在学の方
◆講　師　多田　孝志さん（金沢学院大学
　　　　　教授）他
◆定　員　15人（申込順）
◆参加費　無料

※この講座は1月20日から募集を開始してい
ます。

　「新型コロナウイルス」から私たちはどう
回避し、自らの生命をどう守っていくか考察
します。

◆日　時　２月13日（土）の午後２時～４時
◆場　所　昭島市役所　市民ホール
　　　　　（公民館ではありませんのでご
　　　　　注意ください）
◆対　象　市内在住・在勤・在学の方
◆講　師　福田　充さん（日本大学危機
　　　　　管理学部教授）
◆定　員　30人（多数抽選）
◆参加費　無料

※この講座は 1月６日から募集を開始してい
ます。



公民館登録団体は昭島市公共施設予約システムで抽選申込みができます。
★当選した団体は上の確定期間内にシステムで確定をしてください。
（確定しないと予約が無効になりますのでご注意ください）
★落選した団体は、随時申込みが始まる前に、｢調整会議｣で再度空い
　ている会議室等の申込みができます。２月、３月の調整会議は
　公民館第１会議室で午前１０時から行います。
※登録団体以外の団体の予約方法についてはお問い合わせください。

★空き状況は、団体登録の有無にかかわらず「昭島市公共施設予約システム」で確認できます（公民館、市
立会館をはじめ市の施設に備え付けの端末機のほか、昭島市ホームページ「施設予約」からもご覧いた
だけます）。

★「昭島市公共施設予約システム」で予約を行う場合は、「予約申込／予約一覧」画面で利用目的・利用人
数・催し物名を入力してください（小ホールで発表会等を行う場合は、舞台担当者との打ち合わせが必要
になりますので事前に連絡をお願いします）。

令和３年 ７月分

令和３年  ８月分

令和３年  ５月分

令和３年  ６月分

２/11

３/11

２/11

３/11

２/1～10

３/1～10

２/1～10

３/1～10

２/11～20

３/11～20

２/11～20

３/11～20

２/27

３/27

２/27

３/27

団体紹介コーナーの協力団体を募集団体紹介コーナーの協力団体を募集
　公民館だよりは偶数月年６回発行しています。皆さんの活動の様子などを掲載する公民館登録
団体紹介のコーナーは、平成30年４月号から開始し、前号まで８つの団体を紹介しています。
　日頃のみなさんの活動の様子などを公民館だよりに掲載してみませんか。活動の際、職員がイン
タビューをさせていただきます。
　掲載を希望する団体は名称、連絡先（氏名・電話番号）を公民館までお知らせください。担当より後日連
絡いたします。
※紙面の都合により、掲載されない月もあります。

保育室と暗室は

202 2021.２.1

令和３年２月１日

公民館では、生涯学習に関する様々な講座を開催しています。
みなさんのご参加をお待ちしております。

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が発出されたことにより、２月７日まで午後７時に閉館いたします。
大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

◆発熱や体調の悪い方は、参加をご遠慮ください。
◆マスクを着用してください。
◆手指のアルコール消毒を行ってください。

講座に参加される皆さんへ講座に参加される皆さんへ

講座のご案内講座のご案内

昭島市公民館の
公式twitter

新型コロナウイルスを終息させるための正しい知識新型コロナウイルスを終息させるための正しい知識
社会文化セミナー社会文化セミナー

◇日　時 ３月11日・18日（木）の午前10時～正午
◇内　容　１回目　基礎編/２回目　応用編
◇場　所　公民館　学習会議室
◇対　象　市内在住・在勤・在学の方
◇講　師　水谷　哲也さん（東京農工大学免疫学解明部門教授）
◇定　員　20人（多数抽選）
◇参加費　無料
◇申　込　２月３日（水）から２月17日（水）までに公民館へ

　免疫学専門の講師を招き、新型コロナウイルスの知っておくべき正しい知識の基礎から応用までを学び
ます。事前に参加者からの質問を募集し、新型コロナウイルスに関する疑問についてもお答えします。

グリセリンソープで宝石石鹸を作ろうグリセリンソープで宝石石鹸を作ろう春休み親子教室春休み親子教室

◇日　時 ３月27日（土）の午前10時～正午
◇場　所　公民館　実習室
◇対　象　市内在住・在勤・在学の方
◇講　師　Junkoさん（手作り石鹸教室　講師） 
◇定　員　親子５組（多数抽選）
◇参加費　１組1,500円
◇申　込　３月３日（水）から３月17日（水）までに公民館へ

　新型コロナウイルスが猛威を振るっているなか、手洗いや消毒が重要です。自分で作った石鹸で
手洗いすれば、手洗いが楽しく、感染予防にもつながります。

※今後の新型コロナウイルス感染状況によって、対応が変わる場合があります。

公民館を利用されるみなさまへ公民館を利用されるみなさまへ


